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号

◎
常
任
委
員
会

総
務
委
員
会
（
七
名
）

委
員
長
鈴
木
道
雄

副
委
員
長
田
那
辺
正
男

委
貝
鈴
木
猷

平
山
俊
郎

沼
田
保

大
久
保
清

石
安
太
郎

文
教
厚
生
委
員
会

（
八
名
）

委
員
長
舟
生
一
郎

副
委
員
長
大
和
田
知
之

委
貝
矢
代
光
史

漉
辺
伝

大
部
薫

眞
鍋
博

田
所
幸
男

中
島
豊

経
濟
委
員
会
（
七
名
）

委
員
長
川
松
光
彦

“
剛
州
必
圃
、
配
昶
ｊ
禺
岬
幽
坐

副
委
員
長
穂
積
政
次

委
貝
豊
田
克
美

棚
谷
立
夫

鈴
木
好
之

大
部
重
高

正
、
副
議
長

常
任
委
員
な
ど
決
る

議
長

副
議
長

小
松
正
治

建
設
委
員
会
（
七
名
）

委
員
長
吉
田
秀
吉

副
委
員
長
上
田
助
重

委
員
豊
田
武
門

渡
邊
東
治

藤
井
実

矢
代
良
三

作
山
巖

◎
臨
時
出
納
検
査
立
会

議
員

石
安
太
郎

作
山
巖

豊
田
克
美

◎
都
市
計
画
地
方
審
議

会
委
員

大
和
田
知
之

小
松
正
治

平
山
俊
郎

藤
井
実

矢
代
良
三

◎
防
疫
組
合
の
議
会
の

議
員

渡
辺
伝

眞
鍋
博

田
所
幸
男

豊鈴

田木

武藤

門雄

～
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(2）は ぎ市報た か昭和製年12月5日発行

高
萩
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

後
初
め
て
の
市
議
会
臨
時
会
は

秋
晴
れ
の
十
一
月
二
十
八
日
に

議
員
全
員
出
席
の
も
と
に
高
萩

市
議
会
議
場
に
お
い
て
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
会
期
三
日
間
の

予
定
で
開
会
さ
れ
た
。

一
般
選
挙
後
初
の
市
議
会
の

た
め
開
会
当
初
に
臨
時
議
長
の

紹
介
が
あ
り
最
年
長
者
で
あ
る

渡
辺
東
治
議
員
が
正
式
に
議
長

が
決
ま
る
ま
で
臨
時
に
議
長
の

職
務
を
行
っ
た
。

本
会
の
議
事
は
概
略
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

㈲
開
会
前

⑪
臨
時
議
長
紹
介

②
市
長
の
議
会
招
集
の

’

改
選
後
初
の

市
議
会
臨
時
会
開
く

挨
拶

⑧
議
員
と
執
行
部
の
自

己
紹
介

目
開
会

①
市
長
そ
の
他
議
事
参

与
員
の
報
告

②
議
事
日
程
報
告

③
議
席
の
決
定

③
会
期
の
決
定

⑤
議
事

選
挙
才
二
号
議
長
選
挙
に
つ

い
て

本
件
は
地
方
自
治
法
矛
百
三

条
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
議
長

の
選
挙
で
そ
の
選
挙
の
方
法
は

投
票
で
行
な
っ
た
。

投
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

投
票
総
数
三
十
票

有
効
投
票
二
十
二
票

白
票
八
票

当
選
鈴
木
藤
雄
十
二
票

舟
生
一
郎
五
票

大
久
保
清
五
票

選
挙
矛
三
号
副
議
長
選
挙
に

つ
い
て

本
件
も
同
じ
く
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
選
挙
の
方

法
は
投
票
で
行
っ
た
。

投
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

投
票
総
数
三
十
票

有
効
投
票
二
十
八
票

白
票
二
票

当
選
豊
田
武
門
十
七
票

中
島
豊
五
票

大
和
田
知
之
五
票

矢
代
光
史
一
票

儀
案
矛
五
六
号
市
議
会
常
任

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

本
件
は
地
方
自
治
法
矛
百
九

条
矛
二
項
の
規
定
に
基
い
て
本

市
議
会
に
条
例
を
も
っ
て
常
任

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
条
例
汁
五
条
の
定
め
に
よ
り

そ
れ
人
、
所
管
の
委
員
を
選
任

す
る
も
の
で
あ
る
。

選
任
に
つ
い
て
は
議
員
個
々

の
希
望
を
と
り
．
そ
の
希
望
を

参
考
と
し
て
委
員
の
割
ふ
り
を

行
い
議
長
が
指
名
し
会
議
に
は

か
っ
て
次
の
よ
う
に
決
定
し
た

尚
委
員
長
及
び
副
委
員
長
は

委
員
会
毎
に
互
選
し
た
も
の
で

あ
る
。
（
一
面
掲
載
）

選
挙
矛
四
号
臨
時
出
納
検
査

立
会
議
員
の
互
選
に
つ
い
て

本
件
は
地
方
自
治
法
オ
ニ
百

四
十
条
オ
ニ
項
の
規
定
に
よ
り

年
二
回
出
納
事
務
の
臨
時
検
査

の
立
会
を
行
う
委
員
三
名
を
互

選
す
る
も
の
で
あ
る
。

互
選
の
方
法
は
選
考
委
員
を

立
て
そ
の
推
せ
ん
し
た
者
に
つ
本
件
は
一
部
事
務
組
合
と
し

い
て
会
議
に
は
か
つ
て
決
定
し
・
て
高
萩
市
と
十
王
町
と
で
設
置

た
。
（
一
面
掲
載
）
さ
れ
て
い
る
防
疫
組
合
の
議
会

選
挙
矛
五
号
都
市
計
画
地
方
議
員
の
中
三
名
の
欠
員
を
生
じ

審
議
会
委
員
の
選
挙
に
つ
い
た
の
で
そ
の
補
欠
選
挙
を
行
う

て
も
の
で
あ
る
。

本
件
は
審
議
会
令
才
八
条
才
選
挙
の
方
法
は
同
じ
く
選
考

一
項
矛
四
号
の
規
定
に
よ
り
市
委
員
会
に
よ
る
推
せ
ん
の
方
法

の
議
会
議
員
の
中
か
ら
委
員
を
で
決
定
し
た
。
（
一
面
掲
載
）

選
挙
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
議
案
才
五
九
号
高
萩
市
議
会

た
め
そ
の
委
員
五
名
の
選
挙
で
事
務
局
設
置
条
例
設
定
に
つ

あ
る
。
い
て

選
挙
の
方
法
は
同
じ
く
選
考
本
件
は
高
萩
市
議
会
事
務
局

委
員
会
に
よ
る
推
せ
ん
の
方
法
設
置
に
関
す
る
条
例
で
従
来
も

で
決
定
し
た
。
（
一
面
掲
載
）
事
務
局
の
設
置
条
例
は
設
定
さ

選
挙
才
六
号
高
萩
市
及
び
十
れ
て
い
た
が
そ
の
条
文
内
容
に

王
町
防
疫
組
合
議
会
議
員
補
つ
い
て
運
営
上
極
め
て
支
障
を

欠
選
挙
に
つ
い
て
来
す
部
面
が
生
じ
た
た
め
全
面

ｈ
、
廷
、
思
い
§
Ｈ
ｎ
局
＆
Ｒ
罵
盈
隅
罰
罰
切
寛
鷺
罰
面
醸
Ｒ
偽
６
侭
、
噌
侭
＆
Ｎ
ｆ
ご
閤
亀
嵐
轟
、
罰
、
鼬
、
き
Ⅸ
い
、
ｈ
、
賭
、
画
禽
記
畠
鄙
曾
挺
Ｒ
ｎ
、
に
Ｆ
恐
い
睡
睡
睡
鹿
団
眠
副
剖
尉
魯
且

毎
年
歳
末
に
は
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
物
心
両
面
か
ら
多
大
の

援
護
を
受
け
、
市
民
の
う
ち
恵

ま
れ
な
い
不
幸
な
方
左
に
明
日

へ
の
希
望
と
生
き
る
喜
び
と
を

与
え
て
下
さ
っ
た
あ
た
た
か
い

愛
情
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
も
全

国
的
に
昨
年
同
様
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
が
行
わ
れ
本
市
で
も

次
の
要
領
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
か
ら
市
民
助
け
あ
い
精

神
に
よ
り
ご
理
解
あ
る
ご
協
力

を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

一
、
期
間

十
二
月
一
日
’

十
二
月
十
五
日

二
、
寄
附
し
て
い
た
だ
く
金
品

寄
附
し
て
い
た
だ
く
も
の
は

現
金
と
白
米
で
す
。

①
現
金
一
世
帯
五
十
円
程
度

②
白
米
一
世
帯
五
合
程
度

み
ん
な
て
明
る
ぃ
お
正
月
を

を
標
準
と
し
ま
す
。

三
、
寄
附
金
品
の
取
扱

世
話
人
連
絡
員
の
方
友
が
寄

☆便 乗

効果100パーセソト

的
改
正
を
行
い
従
来
の
条
例
を

廃
し
こ
こ
に
新
た
に
条
例
を
設

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
、

報
告
オ
七
号
専
決
処
分
事
項

の
報
告
に
つ
い
て

本
件
は
本
年
三
月
の
予
算
市

会
で
議
決
さ
れ
た
一
時
借
入
金

に
関
す
る
議
決
の
変
更
で
年
度

内
支
出
の
た
め
三
千
万
円
の
借

り
入
れ
議
決
を
し
て
あ
っ
た
も

の
を
四
千
万
円
と
し
た
長
の
専

決
処
分
に
関
す
る
報
告
事
項
で

あ
る
。以

上
本
会
提
出
の
議
事
を
全

部
終
了
し
た
の
で
午
後
三
時
三

十
五
分
会
期
三
日
を
一
日
で
繰

り
上
げ
閉
会
し
た
。

附
芳
名
簿
を
持
っ
て
ご
家
庭

に
参
り
ま
す
。

四
、
寄
附
し
て
い
戴
い
た
金
品

の
配
分
に
つ
い
て
は
、
配
分

審
査
会
を
開
き
十
二
月
二
十

四
日
頃
配
分
す
る
予
定
で
す

〆
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納
税
に
ご
協
力
を

行発

歳
末
納
税
完
納
促
進
運
動

日５月２
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
よ
り
二
、
運
動
の
期
間

１》
ま
し
て
納
税
成
績
も
向
上
し
、
十
一
月
二
十
一
日
ｌ

和
滞
納
額
も
少
な
く
な
っ
て
参
り
十
二
月
二
十
五
日

昭
ま
し
た
。
三
、
運
動
の
要
領

し
か
し
な
が
ら
未
だ
千
七
百
①
懸
垂
幕
の
設
置

万
円
の
滞
納
が
あ
り
、
市
で
は
市
役
所
及
び
旧
支
所
の
玄

納
税
思
想
の
高
揚
や
、
共
同
社
関
入
口
に
設
置
す
る

会
に
お
け
患
各
自
の
負
担
が
社
②
横
断
幕
の
設
置

会
一
般
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
市
内
幅
要
の
地
に
横
断
幕

そ
れ
が
ひ
い
て
は
自
己
の
利
益
を
設
置
す
る

ぎ
に
な
る
と
い
う
観
念
と
理
解
の
③
納
期
限
内
窓
口
完
納
奨

徹
底
を
計
り
皆
さ
ま
方
に
な
お
励

ま
一
層
の
ご
協
力
を
願
い
滞
納
を
期
限
内
窓
口
完
納
等
の
納

Ｉ
一
掃
す
る
た
め
「
納
税
完
遂
強
税
道
義
の
酒
養
に
万
全
を

、
調
期
間
」
を
定
め
強
力
に
こ
の
期
す
る
た
め
固
定
資
産
税

力
運
動
を
推
進
し
健
全
財
政
の
碓
都
市
計
画
税
矛
三
期
納
税

立
を
期
し
そ
う
と
す
る
も
の
で
者
に
完
納
マ
ッ
チ
を
配
付

た
あ
り
ま
す
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
す
る

と
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。
④
ス
ラ
イ
ド
の
上
映

報
記
市
内
三
映
画
劇
場
に
ス
ラ

ー
、
目
標
イ
ド
を
上
映
し
、
納
税
思

市
現
年
度
分
九
五
％
想
の
高
揚
に
つ
と
め
る

滞
納
繰
越
分
五
○
％
⑤
特
設
督
励
班
の
編
成

(8）

納
税
貯
蓄
組
合
に
は
缶
万
な
特
典
が
あ
り
ま
す
、
是
非
組
合
を
組
織

し
楽
に
完
納
致
し
ま
し
ょ
う

1 1月21日より
12月31日まで
＝＝＝＝＝＝＝盃q■Pターーー毎＝

歳末納税完納促進運動運
動
期
間
中
全
吏
員
を
も

っ
て
納
税
完
納
督
励
班
を

編
成
し
納
税
完
納
督
励
を

行
う

⑥
特
設
滞
納
整
理
班
の
編

成
期
間
中
、
税
務
課
員
及

び
国
保
課
員
を
も
っ
て
滞

納
整
理
班
を
編
成
し
、
長

期
滞
納
者
、
高
額
滞
納
者

に
対
す
る
差
押
物
件
引
上

げ
公
売
を
実
施
す
る

例
広
報
車
に
よ
る
宣
伝
広

報
車
で
チ
ラ
シ
を
配
付
市

内
を
巡
回
納
税
思
想
強
調

◎
市
税
を

完
納
致
し
童
し
よ
う
／

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て

市
税
の
完
納
を
期
し
た
く
こ
の
運
動
を
設
け

ま
し
た
。

年
々
納
税
の
成
績
は
向
上
し
て
参
り
ま
し
た

が
ま
た
多
額
の
滞
納
額
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
本
年
度
は
秋
山
、
東
南
小
学
校
舎
の

増
改
築
、
市
営
住
宅
の
建
設
、
道
路
の
整
備
、

新
農
村
建
設
事
業
等
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
計

画
し
、
実
施
に
移
し
て
お
り
ま
す
。
然
し
こ

れ
ら
事
業
の
資
金
に
は
苦
心
し
て
居
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

滞
納
市
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
以
上
の
様
な
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
る
事
業

が
促
進
さ
れ
完
成
さ
れ
ま
す
。

大
高
萩
市
建
設
の
た
め
ぜ
ひ
期
間
内
に
市
税

の
完
納
に
ご
協
力
下
さ
い
。

Ｉ
Ｉ
Ｊ

◆
十
二
月
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
…
…

銅
瀝
譜
唾
湘
（
第
三
期
）
で

十
二
月
二
十
五
日
限
り
で
す

高
萩
市
役
所

を
は
か
る

⑧
映
画
会
の
開
催

映
画
会
を
市
内
二
ヶ
所
で

開
催
し
納
税
組
合
設
置
の

励
奨
、
納
税
思
想
の
高
揚

納
税
者
の
日
ご
ろ
の
労
を

ね
ぎ
ら
う

⑨
納
税
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

市
内
各
小
中
学
校
児
童
生

徒
に
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
を

依
頼
、
各
家
庭
に
持
ち
帰

ら
し
め
適
当
な
個
所
に
掲

示
せ
し
め
る
、
な
お
作
品

中
優
秀
な
も
の
に
は
賞
品

を
授
与
し
、
市
役
所
、
旧

支
所
の
前
に
展
示
す
る ①市税を完納して輝かしい新春を迎え堂しよう①

納
税納税貯蓄組合設立について罰戻1■■ 納税一覧表

I－
は
日
が
け

高
萩
市
の
皆
様
…
…

納
税
貯
蓄
組
合
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
″

回
目
下
市
で
は
「
納
税
貯
蓄
組
合
の
設
立
」
に
つ
宅

い
て
奨
励
努
力
し
て
居
り
ま
す
。
納
税
者
の
皆
す

碓
軽
輌
嘩
唾
擁
潅
泳
麦
口
癖
確
嬬
詳
密
鍬
祉
誕
で

趣
唖
転
｛
四
率
輔
一
」
銅
鏑
討
蕃
恥
哨
鋤
些
津
崎
極

囹
こ
の
納
税
貯
蓄
組
合
を
通
じ
て
税
金
を
完
納
す
極

れ
ま
す
。

れ
ぱ
…
・
…
・
…
．

①
納
期
限
迄
に
納
付
し
た
納
税
額
千
円
に
っ
な

い
て
五
十
円
以
内
あ

②
納
期
限
後
七
日
ま
で
に
納
付
し
た
納
税
額

千
円
に
つ
い
て
三
十
円
以
内

め

③
徴
税
令
書
一
件
に
つ
き
三
門
以
内

④
組
合
員
数
に
五
円
を
乗
じ
て
得
た
額
に
五
た

百
円
を
加
算
し
た
額

⑤
惚
殆
癖
蔀
唖
峰
唯
粗
始
罎
鵜
耗
峠
孕
喧
壺
や

五
百
円
は

⑥
認
酎
痒
歸
澤
碑
麺
繩
銅
醍
拒
叶
壷
岼
庭
岨
溌

り
設
立
準
備
報
償
金
と
完
納
報
償
金

以
上
の
様
な
奨
励
金
又
は
補
助
金
を
差
上
げ
ま
蓄

す

囹
搾
鍛
呼
誰
燕
癖
認
櫓
搾
唾
岬
幟
蕊
蹄
誰
岬
樺
銅
幟

げ
ま
す

一

ｑ
ｂ
ｑ
Ｌ
■
ｒ
８
３
ｄ
Ｐ
Ｏ
■
Ｌ
■
・
■
■
Ｂ
ｑ
ｂ
ｑ
ｈ
ｑ
』
■
可
ｂ
ｑ
Ｌ
ｑ
産
■
『
■
ｑ
ｂ
ｑ
Ｂ
Ｂ
、
』
ｑ
ｂ
ｑ
Ｌ
■
ｑ
ｂ
ｑ
Ｌ
■
■
■
可
ｂ
ｑ
ｂ
１
■

◆
完
納
で
明
る
い
我
が
家
我
が
郷
土

高
萩
市
役
Ｊ
所

月
が

け

心
が

け

’ 12月25日

4 期. 2月28日

即
鯏
用

－
４
－
今
一
随

1月31日

5月3旧

随 一時

軽自動税車｜全
木材取引税
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税 目

市県民税

固定資産税

都市計画税

国民健康保険税

期

1 期

2 期

3期

4 期

1 期

期
一
期

２
３

納 期

日
日

釦
馴

月
月

８
８

10月31日

1月3旧

4月30日

7月31日
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昭
和
三
十
五
年
一
月
十
五
日
は

「
成
人
の
日
」
で
あ
り
ま
す
の

で
、
高
萩
市
に
お
い
て
も
例
年

通
り
式
典
を
挙
行
じ
新
ら
し
く

成
人
に
な
ら
れ
る
方
々
を
祝
福

し
そ
の
門
出
を
激
励
い
た
し
ま

す
。

場
所
日
程
等
に
つ
い
て
は
ま
だ

確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
成
人

式
該
当
者
（
昭
和
十
四
年
一
月

十
六
日
ｌ
同
十
五
年
一
月
十
五

日
出
生
者
）
調
査
を
連
絡
員
さ

ん
を
通
じ
て
近
日
中
に
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
柔
な
さ
ん
の
御

協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。
尚

服
装
に
つ
い
て
は
年
堂
華
美
を

競
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
極

力
さ
け
ら
れ
ま
す
よ
う
特
に
御

願
い
致
し
ま
す
。

御
参
考
ま
で
に
本
年
二
月
号
の

市
報
を
再
掲
載
し
ま
す
か
ら
も

う
一
度
じ
っ
く
り
と
自
分
の
実

生
活
と
そ
れ
を
支
え
る
精
神
性

と
を
糸
つ
め
て
い
た
だ
き
た
く口

本
年
十
月
十
三
日
山
梨
県
西
八
代
郡
六
郷
町
役
場
が
火
災
の

た
め
、
同
町
備
付
の
住
民
票
及
び
戸
籍
の
附
票
が
焼
失
し
ま

し
た
の
で
、
六
郷
町
に
本
籍
を
有
す
る
も
の
は
、
前
記
書
類

再
製
の
た
め
手
続
き
を
必
要
と
い
た
し
ま
す
の
で
該
当
者
は

至
急
市
役
所
市
民
課
住
民
登
録
係
ま
で
そ
の
旨
申
し
出
る
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

、
１
ノ
ノ
対
、
お
知
ら
せ

成
人
式
に
つ
い
て

I、
、
、
喝
、

青
色
申
告
制
度
施
行
十
周
年

を
迎
え
、
各
地
の
青
色
申
告
会

は
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
十
年
間
に
当
関
東
信
越

国
税
局
管
内
の
青
色
申
告
者
は

八
七
千
余
人
を
数
え
る
に
至
り

念
じ
ま
す
。

こ
の
日
女
性
の
八
、
九
割
が
華

や
か
な
和
服
姿
「
美
し
い
矢
張

り
日
本
人
に
は
和
服
が
ピ
ッ
タ

リ
」
と
は
片
隅
に
聞
く
声
。

晴
れ
の
式
典
だ
し
興
幾
年
ぶ
り

か
で
普
段
疎
遠
で
あ
っ
た
友
達

に
も
逢
う
、
着
飾
っ
た
晴
れ
姿

を
見
せ
た
い
の
は
娘
心
、
泣
い

て
も
着
せ
て
や
り
た
い
の
が
親

心
、
だ
が
し
か
し
だ
、
日
本
の

伝
統
的
和
服
の
良
さ
を
全
面
的

に
拒
否
す
る
訳
け
で
は
な
い
が

青
色
申
告
は
あ
な
た
の

企
業
を
合
理
化
さ
せ
る

ま
し
た
。

ま
た
青
色
申
告
会
も
次
な
に

結
成
さ
れ
、
現
在
四
五
五
組
合

会
員
数
も
四
四
千
人
と
増
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
青
色

申
告
会
が
増
加
し
た
こ
と
は
、

納
税
者
各
位
が
正
し
い
記
帳
に

よ
っ
て
企
業
の
合
理
化
を
図
り

税
法
上
の
特
典
利
用
を
認
識
さ

れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
、

こ
の
反
面
記
帳
を
面
倒
視
し
て

お
る
白
色
申
告
者
は
、
正
確
な

記
帳
が
な
い
た
め
、
合
理
的
経

営
が
で
き
ず
、
そ
の
上
青
色
申

告
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
税
法

の
特
典
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め

多
額
な
税
金
を
納
め
、
依
然
と

矢
張
り
こ
れ
か
ら
の
人
は
通
常

の
実
生
活
と
結
び
合
わ
せ
て
簡

素
、
清
潔
、
活
動
的
な
洋
装
が

一
番
い
い
と
思
う
。
な
か
に
は

和
服
の
中
に
洋
服
姿
の
己
に
異

質
を
感
じ
早
々
に
退
散
し
た
女

性
も
い
た
と
か
、
甚
だ
残
念
に

思
う
。
洋
服
こ
そ
は
実
用
的
だ

し
、
そ
こ
に
和
服
の
美
し
さ
を

乗
り
越
え
て
行
く
必
要
性
、
合

理
性
が
う
ち
に
秘
め
て
い
る
清

新
な
美
の
理
念
を
発
見
し
認
識

す
べ
き
だ
。
来
年
の
こ
と
を
云

え
ば
鬼
が
笑
う
か
も
知
れ
な
い

が
次
回
の
成
人
式
に
は
さ
っ
ぱ

り
し
た
洋
服
姿
で
場
内
が
埋
ま

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

し
て
税
金
の
重
荷
に
苦
し
ん
で

お
り
ま
す
、
そ
こ
で
青
色
申
告

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
年
内
に

帳
簿
を
備
え
来
年
こ
そ
は
明
る

い
納
税
を
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
お
り
ま
す
。

青
色
申
告
者
に
対
し
て
は
二

四
項
目
に
亘
り
特
典
が
認
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
配
偶
者
や
子
供
な
ど
十
五

才
以
上
の
同
居
家
族
で
家
業

の
専
従
者
へ
支
払
う
給
料
は

年
間
八
万
円
ま
で
必
要
経
費

と
し
て
所
得
金
額
か
ら
控
除

で
き
る
。

二
、
接
待
費
、
交
際
費
、
寄
附

金
、
固
定
資
産
税
、
自
動
車

税
な
ど
家
事
に
関
連
す
る
経

費
の
う
ち
、
収
入
を
得
る
た

め
に
直
接
必
要
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
部
分

の
金
額
は
必
要
経
識
に
算
入

さ
れ
る
。

三
、
売
掛
金
な
ど
の
債
権
が
貸

倒
れ
に
な
る
危
瞼
に
伽
え
る

貸
倒
れ
撫
備
金
は
必
要
経
費

に
算
入
で
き
る
（
限
度
は
年

末
の
侭
金
合
計
敵
の
五
鮎
）

四
、
手
持
商
品
な
ど
の
他
下
り

に
よ
る
損
失
に
備
え
て
設
け

る
価
格
変
動
準
備
金
も
必
要

経
費
に
な
る
。

五
、
青
色
巾
告
者
に
対
し
て
更

正
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
理

由
を
更
正
通
知
書
に
書
き
添

え
る
。

六
、
異
議
申
立
中
は
税
金
の
督

促
や
淵
納
処
分
を
待
っ
て
も

ら
ず
え
る
。

１
１暮

し
の
計
画
化
を

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
年
末
賞
与

農
家
に
は
農
産
物
代
金
と
、
ま

と
ま
っ
た
お
金
が
ふ
と
こ
ろ
に

流
れ
こ
み
、
つ
い
気
が
大
き
く

な
っ
て
無
計
画
な
消
費
に
陥
り

岳

や
す
い
時
期
に
な
な
り
ま
す
。

あ
る
農
家
に
嫁
い
だ
若
い
女

性
は
、
「
農
家
で
は
と
か
く
近

隣
の
ま
ね
、
ま
た
負
け
た
く
な

い
と
い
う
気
持
か
ら
色
点
農
機

具
を
買
い
こ
ん
で
し
ま
い
、
一

年
の
収
入
は
農
機
具
代
、
肥
料

代
と
一
度
に
消
え
て
な
く
な
る

始
末
で
す
。
つ
ま
り
一
年
の
汗

の
結
品
で
あ
る
収
穫
を
終
え
、

ほ
っ
と
し
た
と
き
に
は
も
う
手

元
に
一
文
も
残
ら
ず
赤
字
が
残

る
だ
け
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。豊

作
貧
乏
を
追
放
す
る
た
め

歳
末
に
は
家
族
染
ん
な
で
反
省

検
討
し
、
暮
し
の
計
画
化
を
す

す
も
ま
し
よ
う
。
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